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1　安全上のご注意 （安全のために必ずお守りください）

WN06F78

梁対応キット
（W900タイプ・W1800タイプ）

システムキッチン

製品の機能が十分に発揮されるよう、この説明書および
総合組立・設置説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。

2015.08

●誤った取り扱いをしたときに生じる危険や損害の程度を表すマーク ●守っていただく事項の種類を表すマーク

組立・設置説明書

取り付け前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください。

この説明書では製品を正しく取り付けていただき、お客様やほかの人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、
いろいろな表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。  

指示どおりの手順で組み立てすること

警告

必ず実行
手順を誤ると、キャビネットが落下してけがを
するおそれがあります。

防護マスクなどの安全防具を使用しない
状態で、切削などの加工を行わない

注意

禁止 けがをするおそれがあります。

注意

警告 人が死亡または重傷を負うことが想定される内容を
示しています。

人が傷害を負うことが想定される内容、および家財
損害の発生が想定される内容を示しています。

必ず実行していただく  「強制」の
内容を表しています。

してはいけない 「禁止」の内容を
表しています。

W900タイプ　（　）内はW1800タイプの場合

※太線内の部品は、W1800タイプの場合に1キャビネット分ずつ袋詰めされています。

（φ3×28）

（φ5.2×60） （φ4×12）

（φ3.1×32）（φ3.5×12）

スペーサー×1個

ヒレ付鬼目ナット×2個（8個） 連結用ねじ×2個（8個） トラスタッピンねじ×5個（20個） 皿木ねじ×7個（28個）鬼目ナット×4個（16個）

専用壁固定ねじ×6個（24個） キャップ×6個（24個） アングル×1個（4個） 六角レンチ×1個 注意ラベル×1枚（4枚） 組立・設置説明書×1冊ねじロック付トラス小ねじ×4個（16個）

受け木×2個（8個）

パッキン×3個（12個）塞ぎ板B×1個塞ぎ板A×1個 壁固定アングル×2個（8個）

品　　番

ミドルウォールキャビネット（D＝400） 330 300
セミミドルウォールキャビネット（D＝400） 190 300
周辺用ミドルウォールキャビネット（D＝415）

周辺トール用ミドルキャビネット（D＝415）

周辺用ミドルウォールキャビネット（D＝285）
周辺トール用ミドルキャビネット（D＝285）

□□□：扉コード、■■：取っ手コード
周辺トール用ショートキャビネット（D＝285）

周辺トール用ショートキャビネット（D＝415）
周辺トール用ショートキャビネット（D＝615）

周辺用セミミドルウォールキャビネット（D＝415）
周辺用セミロングウォールキャビネット（D＝415）
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名　　称
カット可能範囲

H（mm） D（mm）

重　要

警告

必ず実行

梁に接しないようにカットすること
キャビネットが突っ張った状態で設置すると、キャビ
ネットの破損や落下のおそれがあります。

キャビネットは上下の方向性があるため、必ず上下
を確認し加工してください。

※中仕切り板のあるタイプは、天板から中仕切り板にねじ
固定をしています。
カットラインと交差する場合は事前に抜いてください。

〈図はミドルウォールキャビネットの場合〉 〈断面図〉

梁に合わせてキャビネットをカットする
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天板

専用壁固定ねじ

塞ぎ板B

塞ぎ板A

受け木

専用壁固定ねじ
横桟
スペーサー

裏板

壁固定アングル
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D

H

K○WM○○○N（N/F）（N/L/R）WX□□□■■S
K○WD○○○N（N/F）（N/L/R）WX□□□■■S
K○WM○○○（N/G）N（N/L/R）WY□□□■■S

K○WM○○○（N/G）N（N/L/R） □□□■■S

K○WA○○○（N/G）N（N/L/R）WX□□□■■S
K○WA○○○（N/G）N（N/L/R）WT□□□■■S
K○WU○○○NN（N/L/R）WT□□□■■S

K○WS○○○NN（N/L/R）WT□□□■■S
K○WQ○○○NN（N/L/R）WT□□□■■S

K○WD○○○NN（N/L/R）WY□□□■■S
K○WC○○○NN（N/L/R）WY□□□■■S

警告
使用可能なキャビネット以外に梁対応キットを使用しないこと
対象外キャビネットに使用すると、キャビネットが落下してけがをするおそれがあります。禁止

WT



6　鬼目ナットの取り付け 8　スペーサーの取り付け

7　壁固定用アングルの取り付け
9　受け木の取り付け

4

  皿木ねじ
（φ3.1×32）
  2個（左右） 2

3

両面テープ

抜き穴間隔が30mmの
箇所の間をカットする。
※1キャビネットあたり
　2個必要です。

警告

必ず実行

側板の材質にあった鬼目ナットを取
り付けること
取り付けを誤ると、使用中にキャビネットが
落下してけがをするおそれがあります。

1 側板外側のφ6（座ぐり付）下穴をφ6ドリルを使
用し貫通穴に加工する

2 側板の外側から上記で開けた貫通穴にヒレ付鬼目
ナットを打ち込む

重　要
左右の受け木取り付け位置を合わせる
このあとに取り付ける塞ぎ板が斜めになるおそれが
あります。

警告

必ず実行

付属のねじロック付トラス小ねじを
使用すること
取り付けを誤ると、使用中にキャビネットが
落下してけがをするおそれがあります。

側板に受け木を左右各1個ずつねじで固定する

1 　 で取り付けた壁固定用アングルに
合わせ裏板に貫通穴を開ける

2 スペーサーを必要数カットする

3  2 でカットしたスペーサーのはくり紙をはがし1であけた貫通穴に合わせて貼り付ける

※図はW1800タイプに付属しているスペーサーです。
W900タイプはスペーサー2個分のサイズになります。

〈パーチクルボード製側板の場合〉

 で取り付けた鬼目ナットに壁固定アングルを左右各1個ずつ取り付ける

〈不燃側板の場合〉 7

6 〈断面図〉
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奥行カット寸法

受け木
裏板

側板

壁固定アングル

50

30
20

スペーサー

裏板

裏板

壁固定アングル

  ねじロック付トラス小ねじ
（M4×12）
  2個（左右）

側板内側のφ6の下穴に鬼目ナット
を付属の六角レンチを使用してねじ
込む

鬼目ナット
2個（左右）

〈パーチクルボード製側板〉 〈不燃側板〉

内側から取り付け 外側から取り付け

φ6下穴

六角レンチ

ハンマー

鬼目ナット ヒレ付鬼目ナット

ヒレ付鬼目ナット
2個
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10　塞ぎ板Aの取り付け 11　塞ぎ板Bの取り付け

〈W1800タイプの場合〉

① ② ③ ④

〈W1800タイプの場合〉

① ② ③ ④

斜線部をカット

ダボ穴

斜線部をカット

ダボ

  皿木ねじ
（φ3.1×32）
  3個

  連結用ねじ
（φ3×28）
  ２個

1 塞ぎ板Aをカットする 1 塞ぎ板Bをカットする

2 塞ぎ板Aのダボと合わせて塞ぎ板Bを
取り付ける

2 塞ぎ板Aを取り付ける

※W900タイプはキャビネット1つ分のみ対応可能です。
W1800タイプはキャビネット4つ分まで対応可能です。
（使用する部分にダボが2つ以上残るようにカットしてください）

※W900タイプはキャビネット1つ分のみ対応可能です。
W1800タイプはキャビネット4つ分まで対応可能です。
（使用する部分にダボ穴が2つ以上残るようにカットしてください）

〈断面図〉

塞ぎ板B

塞ぎ板B

15

天板

アングル

②アングルで塞ぎ板Aと塞ぎ板Bをねじ固定する。

①天板に抜き穴を開け、皿木ねじで天板から塞ぎ板Bの
木口へ固定する。

塞ぎ板A

アングル

天板

  トラスタッピンねじ
（φ３.５×12）
  ２個

W（キャビネット内寸-1mm）

868

H（
右
図
参
照
）

塞
ぎ
板
B
高
さ（
H
）
寸
法

3
7
5

W（キャビネット内寸-1mm）

868868

1768

D（
右
図
参
照
）

31
5

塞ぎ板BのH寸法は塞ぎ板Aより
5mm出っぱるようにカットする

塞ぎ板B
塞ぎ板A

塞ぎ板B 塞ぎ板A

5

〈断面図〉

塞ぎ板A奥行寸法（D）
受け木

塞ぎ板A 裏板

カット部は必ずヤスリ等で
面取りしてください。

■カット部面取り

手前からの
距離が上下で
同じになるよ
うに調整する

②トラスタッピンねじで裏板から塞ぎ板Aを固定する

①連結用ねじで受け木から塞ぎ板Aを固定する
（左右各1カ所）

塞ぎ板A

裏板

受け木

塞ぎ板A
受け木

塞ぎ板A

受け木

15

  トラスタッピンねじ
（φ３.５×12）３個
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〈図はW900タイプの場合〉 〈図はW900タイプの場合〉
31
5

1768

3
7
5

重　要
塞ぎ板の中心に水平にねじ止めする
ななめ止めになるとキャビネット内にねじが突
き抜けるおそれがあります。

重　要
塞ぎ板の中心に水平にねじ止めする
ななめ止めになるとキャビネット内に
ねじが突き抜けるおそれがあります。

重　要
塞ぎ板Bの倒れがな
いように取り付ける

重　要
塞ぎ板Aのダボと塞ぎ板Bの
ダボ穴が合うようにカットする

カット部は必ずヤスリ等で
面取りしてください。

■カット部面取り



14　ウォールキャビネットの取り付け

13　注意ラベルの貼り付け

12　パッキンの取り付け

化粧キャップ

専用壁固定ねじ
（φ5.2×60） ①

⑤

⑥
③

②
④

※通常の壁固定
ねじとは長さ
が違います。

※塞ぎ板B木口
にはパッキン
を貼らない

開いてる方が側
板側になるよう
に貼り付ける

パッキンに合わせる

パッキンは側板に合わせて
すき間のないように貼り付ける

注意ラベルをキャビネット内側の図の位置に貼り付ける

パッキンをカットし、キャビネット内側の図の位置に貼り付ける

パッキン（内側）

塞ぎ板A

塞ぎ板A

塞ぎ板A

塞ぎ板B

塞ぎ板B

パッキン（内側）

塞ぎ板A

塞ぎ板B

塞ぎ板B

注意ラベル（内側）

パッキン

パッキン

[4/4]

付属の専用壁固定ねじを使用し6カ所固定してください。
※積み上げタイプのキャビネットは①～④の箇所のみ固定します。

警告

必ず実行

● ねじ止め部は壁とキャビネット裏面にすき
間がないように取り付ける
取り付けを誤ると、使用中にキャビネットが落下し
てけがをするおそれがあります。

● 付属の壁固定ねじでゆるみや浮きのないよ
うに確実に取り付ける
取り付けを誤ると、使用中に取付ねじがゆるみウ
ォールキャビネットが落下してけがをするおそれ
があります。

パッキン

注意ラベル

10
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